
研究Ⅱ【評価】身に付けた能力を評価する評価方法の開発について 

仮説３ ３年間の活動で身についた力を「知の履歴」として記録することで，自分の評価を客観

的に捉えることができる。 

仮説４ 身に付けた力を活用する場において，その過程と成果について，他者から受ける客観的

評価と自身の主観的評価を関連づけることで，より的確な評価方法を確立することができ

る。 

 

Ａ 段階的ルーブリック  

第３期に開発した「段階的ルーブリック」を第４期においても使用する。探究能力に係る取組（学校

設定科目，行事等）において，第３期の観点を整理統合し，第４期より次の４つの観点による評価を行

う。 

  ・思考力（論理的思考力，批判的思考力，創造的思考力） 

  ・探究力（課題発見能力，課題探究能力，課題解決能力） 

  ・創造性・独創性（発想，着眼） 

  ・表現力（コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力） 

また，それに対応した「段階的ルーブリック」を新たに作成し，ユニットにおける「身に付けたい力」，

到達目標，評価の基準として用いた。なお，この「段階的ルーブリック」については，適時，検討を行

っている。各ユニットでは，この段階的ルーブリックに基づき，その時期におけるＡレベルのものをユ

ニットの「身に付けたい力」として到達目標として，生徒に最初に示している。評価は，その目標に到

達したかどうかを判断することで，自己評価，教員評価を行っている。そのため，本校のルーブリック

は一般的なルーブリックに比べると，記述語が短く，一般的な表現となっている 

 

 

Ｂ 知の履歴 

ユニットや講座，知のよりみち等の終了時に，生徒は自己評価を行う。この記録を簡略的なポートフ

ォリオ「知の履歴」として記録し，この履歴を参照することにより，修得した能力について，明確な根



拠を持って捉えるようにした。なお，段階的ルーブリックの作成が遅れたため，今年度の活用は理数科

のみとなった。 

 

知の履歴の記入例 

 

 

Ｃ 評価の方法  

ユニットにおいて，生徒が他の生徒（下級生等）に指導を行う機会を設ける。その際，指導を受けた

生徒が，指導生徒を評価することにより，自己評価や教員評価とは異なる観点による評価を導入するこ

とを「物理チャレンジ」のユニットで用いた。 

指導を受けた生徒が，指導生徒の評価を行うことで，自己評価や教員評価とは異なる観点による評価

を導入する。 

生徒が生徒を指導し，評価を受ける方法については，指導生徒と被指導生徒との評価の関連性を調査

し，その妥当性について検証する。 

ユニットを，前回までに学んだ知識や身に付けた能力を活用できているかというパフォーマンステス

トの場という位置づけを行う。教員評価の後に事後評価を行うことで，他者との関連を意識した自己評

価ができるようにした。 

 

 

  


